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（お知らせ）
核酸医薬のためのゲノミクスデータベース（D3G）の更新（Release 22.02）


学会員の皆様よりご意見をいただきながら開発・維持を進めておりますデータベースD3G（Database for Drug Development based on genome; 脚注１参照）(https://d3g.riken.jp/)ですが、アップデートを2022年2月に実施致しました。データベース・ホームページ上では案内しておりますが、改めて共有させていただきます。

D3Gは創薬や医科学研究に有用なヒトや霊長類、モデル動物のゲノムと遺伝子のデータベースです。RNAを標的とする核酸医薬の創薬や、モデル動物のゲノム編集などにおいて、広く利用されています。

今回のアップデートの内容は下記のとおりです。詳細については、リリースノート等を参照ください。(https://d3g.riken.jp/release/latest/)
· すべてのゲノムデータと遺伝子モデルの情報を更新した
· カニクイザルのゲノム配列を精緻化した。本配列はNCBIの参照配列に取り上げられた（脚注２参照））
· 長鎖RNAの表示スペースを、ゲノムブラウザに設置した

なお配列データは高速塩基配列検索ツールGGGenomeでも検索可能です。併せてご利用ください(https://gggenome.dbcls.jp/)。

どうぞよろしくお願い致します



脚注1：
核酸医薬の非臨床試験における有効性と安全性の評価を対象として、ヒトならびに動物（カニクイザル、マーモセット、マウス、ラット）のゲノムDNAとRNA（mRNA およびpre-mRNA）の配列情報を格納したデータベース（https://d3g.riken.jp/）。公共データの品質が十分でなかった非ヒト霊長類モデル動物（カニクイザルおよびマーモセット）については、独自の測定を実施することでデータセットの高品質化を実現。また、核酸医薬の開発や評価のための検索手順例も提供している

脚注２：
世界標準のカニクイザルゲノム配列
https://www.riken.jp/pr/news/2022/20220331_1/index.html
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